外来・通所リハ　チームカンファレンス記録
	平成　18年　1月　24日（火）

　　　　　　　　　司会　下舘　静香　　　　記録者　中居　則子

	院 長
	課 長
	外 来

室 長
	通リハ

室 長

	
	
	
	
	


	摩尼
	谷藤
	服部
	佐々木
	松林
	木村
	月舘
	下舘
	中居
	猿ヶ澤
	小田
	瀧澤
	小笠原　　

	業務
	業務
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	○
	業務
	○


出席者は記録者が印を付ける。出席できなかったスタッフは、記録を読んでから欄に署名（捺印）すること
＜連絡事項＞
· 本日13：30より２階会議室にて症例検討会あり。

＜外来より情報提供＞

· 袴田　淑子様～咽頭痛の訴え、インフルエンザテストを施行し、マイナス判定。風邪薬３日分処

方される。

· 番沢　政勝様～「腰が痛い」と話されている。姿勢について主治医から説明を受けている。

· 清水　泰雅様～予約時間に遅れて来院されている。

· 庭野　弘樹様～「体調は変わりない」と話されている。主治医から食事・運動に注意するようにと

　　の助言あり。

· 川口　八寿子様～喉の痛みを訴え「トローチがほしい」とのこと。トローチ、漢方薬５日分処方さ　　　　　　

れている。

＜利用者様情報＞

· 横山　耕生様～1/23デイケアを見学される。病棟に戻ってから「緊張はしたけど思ったより動悸　

はなかった」と話されているとのこと。本日も14時から見学される予定。

· 鈴木　茂子様～1/25より正式利用。以前利用されていて時は糖食だったが、血糖値に異常が見ら

れなくなっていることより食事は普通食とのこと。本人は外来日以外の月・水・木・金利用を希望されている。1/25面談にて通所日を決める予定。

· 畑　　正雄様～昼食後、食パン１袋を持ち帰棟され、階段下倉庫で食されている所を職員が発見さ

れている。健康管理について説明し、青風荘に情報提供している。

· 晴山　美智子様～

○心理士より情報提供

「周りの目が気になる。太っているから変な目で見られているんじゃないか」「仕事続くかな」

「愚痴を言って、自分が人からどう思われるか」という発言が聞かれる。職場体験を始めて

1ヶ月弱が経過し周囲を見渡す余裕が出てきたため、健常者と自身を比べるような発言が聞かれるようになってきていると考えている。また、デイケアの場が安心するように感じられる発言聞かれたとのこと。

愚痴はカウンセリングの場で話すなど、1人で抱え込まず悩みを誰かと共有すると楽ではな

いかと助言したとのこと。

○青明舎より情報提供

本日、クローバーズピアにて今後の訓練について話し合いを行ったとのこと

～振り返り～

・作業には慣れた様子であるが、毎日出勤後に「何をすれば良いですか？」との確認をしており、すぐに作業に取り組むことが出来ない。

・前回の話し合い後より、挨拶は改善されてはいるが、まだ充分ではなく、声掛けも足りない。

・お金のことを気にする発言がある。

・風邪をひいているにも関わらず出勤し、途中で早退することがあった。

・1/20(金)、訓練終了間際に眼球上転するような感覚に陥り、15分ほど前に早退し、休憩所にて体を休めることがあった。
～今後の訓練～

· 現状での雇用は難しいが、訓練であれば受入は可能。
· 長いスパンで対人スキルの向上、体力作り等を目的に訓練を行う為、社会適応訓練（職親）制度を主治医、家族、本人とで利用を検討する。

· 挨拶について、本人から介護職員や利用者への声掛けをするよう伝える。
· 体調不良時には無理せず、事業所と青明舎へ電話連絡を入れて休むよう伝える。
1/23来所時より表情冴えず、前傾姿勢での棟内移動見られている。デイケアの新聞記事作成では「こき使われているが、頑張って働きたい。不景気の中、仕事があるだけでも有難いから辞めずに頑張りたい」と記載されている。現在職場体験実施中であり、デイケアは週に1度の利用である。利用の際には本人様の話を傾聴し、状態に留意していくこととする。

